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1. は じ め に

氷 床 コ ア や 海 底 ･湖 底 堆 積 物 不 撹 乱 コ ア に 関 す る 近 年 の 分 析 結 果 は, 第 四 紀

の 自然 環 境 が し ば しば 短 期 間 に 急 激 に 変 化 し た こ と を 明 ら か に し て い る (多 田

1998, 福 沢 ほ か 1994, 1995, Fukusawa 1999) . ま た , 考 古 遺 跡 の

最 近 の 発 掘 調 査 に お い て も, 自 然 科 学 分 析 の 利 用 に よ り完 薪 世 後 半 の古 環 境 変

化 が数 百 年 の ス ケ ー ル で 明 ら か に さ れ て い る (森 1992, 木 下 1993) .

と こ ろ で , 臨 海 沖 積 低 地 の 地 形 や 堆 積 物 の 特 徴 や 発 達 過 程 に つ い て は , こ れ

ま で に 数 多 くの 研 究 が あ るが , 近 年 明 らか に な りつ つ あ る 詳 細 な 環 境 変 動 と の

対 応 に つ い て は , 十 分 検 討 さ れ て い る と は い え な い .

検 討 さ れ る べ き 課 題 の ひ と つ は, 堆 積 環 境 す な わ ち 河 成 活 動 の 変 化 と , そ れ

に 対 す る 沖 積 低 地 の 地 形 の応 答 で あ る . 例 え ば, 湖 底 の 年 縞 堆 積 物 か ら は い く

つ か の 洪 水 イ ベ ン ト層 が 検 出 さ れ て お り (Fukusawa 1999) , 河 成 活 動 の

変 化 を 示 唆 して い る と考 え ら れ る. し か し, 土 砂 供 給 量 や 河 成 活 動 の変 化 に 関

す る研 究 は す く な く, 沖 積低 地 の 地 形 発 達 と河 成 活 動 の 変 化 との 関 係 は 十 分 に

検 討 さ れ て い な い .

本 研 究 は, 沖 積 低 地 の 地 形 変 化 を , 堆 積 物 の 検 討 と 年 代 測 定 に よ っ て 従 来 よ

り も精 度 を高 め て 明 ら か に し, 完 薪 世 後 半 の 堆 積 環 境 の 変 化 と沖 積 低 地 の 地 形

の 対 応 に つ い て 検 討 す る こ と を 目的 と す る .

Figure1.Locationofstudyarea
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研 究 対 象 地 域 に は , 伊 勢 湾 西 岸

の 雲 出 川 下 流 低 地 を 選 定 し た

(Fig. 1) . 雲 出 川 下 流 低 地 に

つ い て は , 高 橋 (1979) に よ っ

て 縄 文 海 進 以 降 の 海 岸 線 の 位 置 と

弥 生 時 代 以 降 の 堆 積 環 境 の 変 遷 が

明 らか に さ れ て い る . 海 岸 線 の 位

置 に つ い て は , 縄 文 海 進 期 , 弥 生

時 代 後 期 , 古 代 , 中 世 の 各 時 期 に

つ い て 示 され て い る が ,近 年 明 ら

か に さ れ て い る ｢縄 文 中 期 の 小 海

退 ｣｢弥 生 の 小 海 退 ｣お よ び そ れ



に 対 す る沖積 低 地 の地 形 変化 に つ い て は,検 討 され て い な い . ま た ,堆 積 環 境

に つ い て は, 弥 生 時代 以 降 お よ び 10世 紀前 後 に河 成 砂 層 の 堆 積期 が あ っ た こ

と が推 定 され て い るが , 断 片 的 な資 料 に も とづ い て お り,低 地 の 地 形発 達 史 全

体 の 中 で の堆 積 環 境 の 変 化 の 位 置 づ け も十 分 で はな い . した が っ て ,縄 文 海 進

以 降 の 低 地 の 発 達 と堆 積 環 境 の 変遷 を さ らに 詳 細 に 検 討 し, 総合 的 に環 境 変 遷

史 を明 ら かに す る余地 は残 さ れ てい る と考 え ら れ る .

2.研 究 方 法

本研 究 では 堆 積 環境 の 変遷 を明 らか にす る た め, 以 下 の 方 法 を と った . ま ず,

沖 積低 地 の微 地 形 の形 態 や分 布 の特 色 を把 握 す るた め ,縮 尺40,000分 の 1お

よ び 10,000分 の 1の 空 中 写 真 判読 を行 い , 地 形 分 類 図 を作 成 した . ま た ,秦

層 地 質 の 特徴 を把 握 す る ため . 関係 各 機 関 の 所 有 す る ポ ー リ ング 資 料 を収 集 し

検 討 す る とと も に ,ハ ン ドオ ー ガー を用 い た掘 削調 査 を実 施 した . 堆積 物 の 年

代 につ い て は , 名 古屋 大 学 年 代 測 定 資 料研 究 セ ン タ ー の タ ン デ トロ ン加 速 器 質

量 分析 計 を使 用 して, 筆 者 自身 が測 定 した .

3.対 象 地域 の 地 形 の 概 要

雲 出 川 は, 紀 伊 山地 北 方 の 高 見 山 地 の三 峰 山 (標 高 1,236 m ) を源 に ,長

野 川, 中 村 川 な どの支 流 をあ わ せ て東 流 し, 河 口 で 北 の雲 出 古川 と南 の 雲 出 川

に 分 流 して伊 勢 湾 に そ そ い で い

両 家 花 高 岩 お よ び 変成 岩 類 か ら

さ約 12 km, 幅 約 4kmの 拡 が

の 沖 積 低 地 を雲 出 川下 流 低 地 と

沖 積 低 地 の 地 形 は, 旧 河道 ･

変 地 に 区 分 さ れ た (Fig. 2リ .

中 村 川 か ら雲 出 川 とほ ぼ 平 行 す

は ,現 在 の雲 出 川 の河 道 と前 述

川 の右 岸 を中 心 に 断 片 的 に存 在

る. 流 域 面 積 は551.7 km 2で ,流 域 の地 質 は

な る. 雲 出 川 の 下 流 部 に は , ほぼ 東 西方 向 に 長

り を持 つ 沖 積低 地 が発 達 して お り, 本 稿 では こ

称 す る .

自然 堤 防 ･後 背 湿 地 ･浜堤 列 ･干 拓 地 ･人 工 改

旧 河 道 が 明 瞭 に確 認 で き る の は雲 出川 右 岸 で,

るよ うに約 1.5 km ほ ど延 び てい る . 自然 堤 防

した 旧 河道 沿 い に連 続 して発 達 す る ほか , 雲 出

して い る｡海 岸 線 と平 行 して発 達 す る浜 堤 列 は

小 規 模 か つ断 片 的 で あ る が, 微 高地 の 連続 性 ･走 向 に よ っ て 自然 堤 防 と判 別 さ

れ る.

4.沖 積 層最 上 部 堆 積 物 の特 徴 と堆 積 環境

ハ ン ドオー ガ ー に よ る掘 削 調 査 結 果 をも と に ,低 地 の横 断 方 向 に 地 質 断 面 図

を描 い た (Fig. 3).こ れ ら2つ の 地 質 断 面 図 に した が って , 沖 積層 最 上部

堆 積 物 の 特徴 を簡 単 に 整 理 す る .

A-A' 断 面 は現 在 の 海 岸 線 よ り4.5 km上 流 に 位 置 し, 高 橋 (1979) に よ

っ て こ の 付近 に 縄 文海 進 高頂 期 の海 岸 線 が あ っ た と推 定 され てい る .本 断 面 の

堆 積 物 は大局 的 に 下位 か ら, 標 高約 0mよ り下 位 の 中 砂 層 , 層 厚 1- 2 m の
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Figure2.GeomorphologlCalmapoftheKumozuRiverlowaIand
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シ ル ト層 , 最 上 部 の シ ル ト質 細 砂 層 に 区 分 で き る. 砂 層 に 挟 ま れ る シル ト層 は

褐 鉄 鉱 の 集 積 塊 を 多 く含 み , 後 背 湿 地 的 環 境 で 堆 積 した こ と が示 唆 され る . こ

の シル ト層 を 覆 う細 砂 層 は, 旧 河 道 を 中 心 と し て堆 積 す る こ とか ら , 洪 水 氾 濫

堆 積 物 と 解 釈 さ れ る .

A_A･断 面 よ り 0.8 km上 流 の B-B' 断 面 で は . 標 高 約0mよ り上 位 に シ ル

ト ･粘 土 層 と砂 層 が 交 錯 して 堆 積 して い る . 掘 削 調 査 が砂 層 に阻 ま れ浅 い 深 度

ま で しか 堆 積 物 が 確 認 で き て い な い 地 点 も あ る が , 主 に断 面 図 の 中 央 付 近 に 砂

層 が堆 積 して い る よ う に み え る ｡地 表 地 形 に お い て も全 体 と して 凸 型 を 呈 して

い る こ と か ら , 旧 河 道 が 断 面 図 の 中 央 付 近 に 存 在 し, 幅 約 500mの 範 囲 内 で 河

床 砂 お よ び 洪 水 時 の 土 砂 が 継 続 して 堆 積 し た と 考 え ら れ る .

5. 14C年 代 測 定 結 果 お よ び 考 察

堆 積 物 の堆 積 時 期 を 明 らか に す る た め に , 堆 積 物 中 の植 物 片 ･木 材 に つ い て

14C年 代 測 定 を お こ な っ た . ハ ン ドオ ー ガ ー で 採 取 した 試 料 は ,超 音 波 洗 浄 機

で 水 洗 し た後 , 酸 - ア ル カ リ ー 酸 処 理 を施 した . こ れ をバ イ コー ル 管 に C uO

と と も に 真 空 封 入 し900℃で加 熟 した . 発 生 し た 気 体 を真 空 ラ イ ン 中 で 精 製 し,

得 られ た C02か らKitagawa et aI. (1993) の水 素 還 元 法 に よ り . グ ラ

フ ァ イ トタ ー ゲ ッ トを作 成 し た . 作 成 した タ ー ゲ ッ トの 14C濃 度 を . 名 古 屋 大

学 タ ン デ トロ ン 加 速 器 分 析 質 量 計 (中 村 ･中 井 1988) に よ っ て測 定 し, 普

たC02の 6 13C値 を 気 体 用 質 量 分 析 計 (Finnigan M AT-252) に よ っ て測

定 した . 測 定 結 果 か らLjbbyの 半 減 期 5568年 を用 い て14C年 代 を産 出 し, 読

料 の 813C備 に よ り 同 位 体 分 別 効 果 を補 正 した (中村 ほ か 1994) .

測 定 試 料 は 堆 積 物 中 に 含 ま れ た イ ネ 科 草 本 植 物 の 末 分 解 遺 体 お よ び木 材 で あ

る . Fig. 2 に 示 し た 地 質 断 面 か ら は , 合 計 8試 料 の 年 代 値 を得 る こ と が で き

た (Tab一e 1) .

測 定 結 果 を も と に , 堆 積 年 代 お よ び 堆 積 環 境 の 変 化 に つ い て. 若 干 の 考 察 を

行 い た い .A-A一断 面 で は , 沖 積 層 上 部 砂 層 に 相 当 す る 砂 層 の 最 上 部 か ら,

Tab一el･Theresu一tsofradiocarbondatings

b 13C (礼) radiocarbondat8

-29.8 4180土 90

-24.8 2220±100

-12.0 2620± 90

-29.0 3240士 90

･26.7 2860士100

･26.2 2610士100

･28.1 3980土120

･25.3 5840±120

ca=)(atedage

BC2888-2585

日C 396-167

BC 832-764

BC1675-3364

日C1210-901

BC 832-601

BC2825-2305

BC4836･4545

lab.codeno.

NUTA-6630

NUTA-6941

NUTA-6631

NUTA-6872

NUTA-6946

NUTA-6945

NUTA-6940

NUTA-6939

no.sampHngsite depth(m)altitude(m) rnaterial

① KUMO-1

@ KUMO-3

@ KUMO-3

④ KUM0-20

@ KUMOl34

⑥ KUM0-36

⑦ KUM0-56

⑧ KUM0-56

2.05 2.35 wood

2.63 2.07 pl∈lntfragment

3.30 1.40 pJantfragment

2.50 0.40 pr∈tntfragrTlent

1.95 0.90 pf,cLntfragment

1.90 1.40 plantfrag汀10nt

3.35 2.35 pfatntfragment

6.08 -0.38 pJaLntfragment
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4180± 90 yr BP,2620± 90 yr BP, 3240± 90 yr BP, 2860±

100 yr BP, 2610± 100 yr BPの 年 代 値 が得 ら れ た. こ れ らの 年 代 値 は,

1試 料 の み4180± 90 yr BPと 古 い 年 代 を 示 して い る が , そ れ以 外 は 3200

-2600年 前 (縄 文 時 代 晩 期 ) に 集 中 し て い る . 従 っ て 少 な く と も 3200-

2600年 前 に は 沖 積 層 上 部 砂 層 の 堆 積 は終 了 し, 陸 域 とな っ て い た と考 え られ

る . 高 橋 (1979) はA-A'断 面 付 近 に縄 文 海 進 最 大 海 進 期 の海 岸 線 が あ る と

推 定 し, 考 古 遺 跡 の 立 地 か ら, A-A'断 面 よ り約 2.5 km 下 流 付 近 ま で が 弥 生

時 代 後 期 に は 陸 域 と な っ て い た と し て い る . 堆 積 物 の 層 相 と年 代 値 か ら推 定 し

た 本 断 面 付 近 の 離 水 時 期 は, 弥 生 時 代 後 期 よ り 古 い と い う点 で は 高 橋 (1979)

の 報 告 に 矛 盾 し な い が , 縄 文 海 進 (約 6000年 前 ) よ りは か な り新 し い . こ れ

ま で の と こ ろ 堆 積 物 の 層 相 か ら の み 沖 積 層 上 部 砂 層 を 推 定 して い る の で , 堆 積

物 の 微 化 石 ･化 学 分 析 を お こ な い海 成 層 上 限 を 確 認 す る必 要 が あ る .

ま た ,A-A'断 面 に お い て 茶 褐 色 の 細 砂 層 に 覆 わ れ る シ ル ト層 中 か らは

2220± 100 yr BPの 年 代 値 が得 ら れ た . し た が っ て , 上 位 の 細 砂 層 の 堆 積

は2200年M前 以 降 に お こ っ た と い え る . こ れ は , 本 低 地 の 自 然 堤 防 の 形 成 は 弥

生 時 代 以 降 で あ る とい う高 橋 (1979) の 報 告 と調 和 的 で あ る .

一方 ,B-B'断 面 に お い て は , 最 下 部 の砂 層 か ら5840± 120 yr BP. そ の

上 位 の 堆 積 物 中 か ら3980±120 yr BPと い う年 代 値 が 得 られ た . 3980±

120 yr BPの 年 代 値 が得 ら れ た測 定 試 料 の 上 位 に あ る 砂 層 は灰 色 中砂 ～ 細 砂

で . 地 表 近 く を 断 片 的 に 覆 っ て い る 褐 灰 色 細 砂 層 と は 異 な る 堆 積 物 で あ る . 本

断 面 は 層 序 が 複 雑 で あ る た め , さ ら に 年 代 資 料 を得 て か ら堆 積 環 境 を議 論 し た

い .

6. お わ りに

雲 出 川 下 流 低 地 に お い て , 堆 積 物 の 整 理 お よ び年 代 測 定 を お こ な った 結 果 ,

沖 積 低 地 の離 水 年 代 に 関 す る 資 料 が 得 られ , 後 背 湿 地 堆 積 物 を覆 う細 砂 層 の 堆

積 年 代 が 明 ら か と な っ た . 後 背 湿 地 堆 積 物 を 覆 う細 砂 層 の 堆 積 年 代 (2200年

前 以 降 ) は高 橋

積 物 の 堆 積 過 程

課 題 と し た い .

堆 積 環 境 を確 認

(1979) の 報 告 と調 和 的 で あ っ た. た だ し, 複 雄 な 氾 濫 原 堆

を解 明 す る に は , さ ら に数 多 く の 年 代 値 が 必 要 で あ り, 今 後 の

ま た, 低 地 の 離 水 年 代 に つ い て は, さ らに 微 化 石 分 析 を 行 っ て

した上 で 検 討 す る必 要 が あ る .
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AMS radiocarbondating ofuppermostsediments

inthe Kumozu riverlow一and,centralJapan.

Kumiko KAWASE

JSPS Research FeHow (Nagoya University)

tel&fax+81 52 789 2236

The purpose of this study is to clarify a sedimentary

process and paleoenvironments in the Kumozu river一owland during

the tate Holocene.

CIayey and siLty sediments above deltaic sand are consider

to have been deposited in a stab一e backswamp. These muddy

sediments are covered with fluvialfine sand.AMS datjngs make J't

c一ear that an emergence of the lowalnd around the section

happened before caヰ 3200-2600 yr BP and fluvial sand widely

deposited since 2200 yrBP･
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